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令和　 年

2020 1 4月 日
〔土〕

3 8月 日
〔日〕

2

開館時間

会　　場

休 館 日

9 : 0 0 - 1 6 : 3 0

月曜日（祝日は開館）、1/14、2/12、2/25

観 覧 料 無　料

富士山かぐや姫ミュージアム　展示室 5・6
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古代東海の勇者たち、

富士に集結。
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ふじかぐちゃん

①金銅装花形鏡板付轡／平林２号墳　②丁字形利器／東平１号墳　③金銅装双龍環頭大刀
／室ヶ谷４号墳　④銀象嵌装頭椎大刀（柄頭）／東正勝５号墳　⑤銀象嵌装円頭大刀（柄頭）
／磯辺王塚古墳　（背景）東平１号墳の横穴式石室　【①山梨県立考古博物館蔵、②当館蔵、
③静岡市教育委員会蔵、④藤枝市郷土博物館・文学館蔵、⑤豊橋市教育委員会蔵】

①

②

③

④

⑤
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吉原中央駅③番線に乗車、広見団地

入口下車、徒歩３分。

（左）

「軍事指導者」 × 「渡来系」

を象徴する副葬品群

出土品集合／東平１号墳

当館蔵

ふくそうひん

（下）

三河湾の津を掌握した

穂国指導者層の副葬品

出土品集合／磯辺王塚古墳

豊橋市教育委員会蔵

しょうあく

ほのくに

（下）

壬申の乱で大活躍！

「甲斐の勇者」 も愛した光輝く馬具

金銅製馬具／御崎古墳

笛吹市教育委員会蔵

じんしん

　

富
士
市
伝
法
地
区
に
所
在
す
る
東
平
一
号

墳
は
、
飛
鳥
時
代
の
中
頃
（
七
世
紀
中
頃
）

に
築
か
れ
た
直
径
約
一
三
メ
ー
ト
ル
の
円
墳

で
す
。
小
さ
な
古
墳
の
見
た
目
と
は
裏
腹
に
、

東
海
地
域
で
も
目
を
見
張
る
内
容
の
豊
富
な

武
器
や
馬
具
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
古
墳
の
主
は
、
駿
河
東
部
地
域
の
軍
事
組

織
の
指
導
者
の
一
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
飛
鳥
時
代
は
、
外
国
と
の
戦
争

や
国
内
の
内
乱
も
多
く
、
強
者
ぞ
ろ
い
で

あ
っ
た
東
海
エ
リ
ア
の
軍
事
集
団
が
各
地
の

戦
い
で
活
躍
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
も
、
勇
壮
な
武
人
で
あ
っ
た
東
平

一
号
墳
の
主
が
活
躍
し
た
背
景
に
は
、
あ
る

「
ヒ
ミ
ツ
の
武
器
」
の
存
在
が
あ
っ
た
の
で

す
。
本
展
示
会
で
は
、
後
に
「
東
海
軍
」
と

呼
ば
れ
た
軍
事
組
織
の
指
導
者
た
ち
の
古
墳

出
土
品
を
御
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
「
ヒ
ミ

ツ
の
武
器
」
を
手
が
か
り
と
し
て
、
東
平
一

号
墳
の
主
の
性
格
や
そ
の
後
の
地
域
社
会
に

与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
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ふじかぐちゃん トロベー

〒417-0061　静岡県富士市伝法 66 番地の２
http : //museum.c i ty . fu j i . sh i zuoka . jp
E-mail　museum@div.city.fuji.shizuoka.jp
TEL（0545）21-3380　 FAX（0545）21-3398

講師：

日時：

①木ノ内 義昭

申込：1 月４日（土）9:00 より電話または来館にて受付（各回先着 40 名）

会場：富士山かぐや姫ミュージアム講座室 参加料：無料

（当館館長） ②藤村 翔 （富士市文化振興課）

① 1 月 19 日（日）、② 1 月 26 日（日）　13:30 ～ 15:30

古代のメッキについて学ぼう―メッキでメダル作り―

滝沢 誠（筑波大学）・鈴木 一有（浜松市文化財課）

伊藤 寿夫（元静岡市立登呂博物館長）・佐藤 祐樹（富士市文化振興課）

1 月 9 日～ 2 月 5 日　8:00 ～ 20:00　静岡市コールセンター

（℡:054-200-4894）にて受付（先着 220 名）

清水ふれあいホール（清水区旭町 6-8 清水区役所３F）

13:30 ～ 16:30 参加料：無料2 月 8 日（土）

賤機山古墳と駿河の首長　
しず はたやま

ふじかぐちゃん×トロベー　ミュージアムスタンプラリー

ふじかぐちゃん×トロベー　ミュージアムスタンプラリー

会期中に静岡市立登呂博物館企画展「古墳のきらめき―賤機山古墳展」

（1/11 ～ 3/1 開催）と当館をめぐると、2 館コラボレーション記念グッズを進呈。

（当館館長）

日時：

申込：当日 9:30 より会場にて受付（各回先着 10 名）
会場：富士山かぐや姫ミュージアム　陶芸室

①10:00 ～、②13:00 ～（博物館の日）

参加料：各回 300 円

3 月 1 日（日）

1 月 4・11 日、2 月 2・1５・23・29 日、3 月８日
会場： 富士山かぐや姫ミュージアム展示室５・６

時間： 14:00 ～ 14:30 参加料： 無料

伝法東平 1号墳とその時代　

ワーク

ショップ

ミュージアム
トーク

連続講座

連携

講演

会

スタンプ
ラリー

静岡市立登呂博物館との連携企画

企画展関連イベント

交通・アクセス

講師：

日時：

申込：

会場：

東名高速富士ＩＣより徒歩 20 分。

西富士道路大淵・広見ＩＣより１分。

富士駅、新富士駅、吉原駅より車で

15 ～ 20 分。
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歴史民俗資料館

広見団地入口
バス停
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JR 東海道線
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IC

東名高速道路

新東名高速道路

大
淵
街
道

広
見
公
園

広見公園ふるさと村歴史ゾーン

富士駅

吉原駅
新富士

駅

西
富
士

　
道
路

NN

路線バス

高速バス

車

電車 （JR線）
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